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付
け
て
安
心

急
発
進
防
止
装
置

高
齢
者
が
起
こ
す

事
故
の
原
因
と
割
合

誤
操
作
に
よ
る
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

全
国
的
に
見
て
高
齢
者
が
起
こ
す

踏
み
間
違
い
事
故
や
ハ
ン
ド
ル
の
誤

操
作
に
よ
る
事
故
が
年
々
増
加
し
、

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の

令
和
元
年
交
通
安
全
白
書
に
よ
る
と
、

10
万
人
あ
た
り
の
交
通
死
亡
事
故
を

年
齢
別
に
見
る
と
、
80
歳
以
上
が
最

も
多
く
、
次
に
70
代
、
60
代
の
順
で

多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
高
齢
に
な
る
と
事
故
を
起

こ
し
や
す
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

要
因
の
一
つ
と
し
て
、
自
動
車
の
運

転
に
必
要
な
集
中
力
や
判
断
力
の
低

下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、「
こ

れ
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と

い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が
大

き
な
事
故
に
繋
が
る
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

自
動
車
を
運
転
し
て
い
て
、
ブ
レ

ー
キ
と
思
っ
て
踏
ん
だ
の
が
ア
ク
セ

ル
だ
っ
た
場
合
、
思
わ
ず
気
が
動
転

し
て
し
ま
い
ア
ク
セ
ル
を
さ
ら
に
踏

み
続
け
て
し
ま
う
、
こ
の
よ
う
な
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
動
車
の
急
発

進
防
止
装
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
装

置
を
付
け
る
と
、
停
止
状
態
や
低
速

で
走
行
し
て
い
る
時
に
ア
ク
セ
ル
を

一
気
に
踏
み
込
ん
で
も
急
激
に
加
速

は
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
装
置
を

付
け
て
も
、
一
時
的
に
制
御
を
解
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
通
常
の

ア
ク
セ
ル
の
操
作
で
は
装
置
が
作
動

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
装

置
は
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

高
齢
運
転
者
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
交
通
事

故
が
、
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の
よ
う
な
事
故
を
減
ら
す

た
め
、
今
年
度
か
ら
後
付
け
の
急
発
進
防
止
装
置
の
購
入
費
に
対
す
る
補

助
を
始
め
ま
し
た
。
万
が
一
に
備
え
、
設
置
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

65歳以上の交通死亡事故割合

44
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平
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平
成
26
年

平
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27
年

平
成
28
年

平
成
29
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平
成
30
年

%

もし、ここでブレーキとアクセルを踏み間違えたら…

資料：警視庁統計
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運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を

事
故
を
減
ら
す
た
め
の

町
の
取
組
み

　

自
由
に
移
動
で
き
る
自
動
車
は
と

て
も
便
利
で
、
日
常
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
普
段
か
ら
ど
ん
な
に
気

を
付
け
て
い
て
も
、
ふ
と
し
た
不
注

意
か
ら
事
故
は
起
き
て
し
ま
い
ま

す
。
安
心
し
て
運
転
を
続
け
て
い
く

た
め
に
、
急
発
進
防
止
装
置
補
助
事

業
の
利
用
を
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
で

話
し
合
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
将
来
、
ど
う
し
て
も
自
動
車

の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
と
き
は
、
免
許
証
の
自
主

返
納
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
町

で
は
、
65
歳
以
上
の
方
が
免
許
証
を

　

今
年
度
か
ら
町
が
始
め
た
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
急
発
進
防
止
装
置
購

入
費
の
補
助
事
業
を
利
用
さ
れ
た
方

は
11
月
１
日
時
点
で
、
15
人
で
す
。

　

装
置
の
取
り
付
け
は
、
町
内
の
自

動
車
修
理
工
場
全
店
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
対
象
者　
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

で
、
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

▼
対
象
車
両　
対
象
者
が
使
用
し
て

い
る
軽
自
動
車
、
小
型
乗
用
車
、

貨
物
車
、
普
通
乗
用
車
で
、
自
家

用
の
も
の

　

テ
レ
ビ
で
、
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間

違
い
事
故
の
報
道
を
見
て
、
自
分
も

69
歳
に
な
っ
た
の
で
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
町
で
急
発

進
防
止
装
置
取
り
付
け
の
補
助
を
し

て
い
る
と
い
う
案
内
を
見
て
取
り
付

け
ま
し
た
。

　

金
山
で
は
車
が
な
い
と
不
便
な
の

で
、
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
行
っ
て

可
能
な
限
り
車
を
運
転
し
た
い
で
す
。

　

車
に
乗
っ
て
い
て
怖
い
体
験
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
事

故
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
、自
分
も
事
故

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
は
止
ま
っ
て
い
る
と
き

な
ど
に
間
違
っ
て
ア
ク
セ
ル
を
思
い

っ
き
り
踏
ん
で
も
急
に
加
速
し
な
い

と
聞
き
ま
し
た
。
付
け
て
い
る
感
じ

は
特
に
な
く
、
普
段
と
同
じ
よ
う
に

運
転
で
き
ま
す
。

須佐　盛一さん（山入二）

佐藤　ミワコさん（川口）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▼
補
助
の
金
額　
急
発
進
防
止
装
置

本
体
及
び
配
線
類
の
全
額

▼
自
己
負
担
額　
取
り
付
け
費
用
等

　
（
１
万
５
千
円
程
度
）

※
こ
の
装
置
の
取
り
付
け
が
で
き
る

自
動
車
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車

（
ク
ラ
ッ
チ
ペ
ダ
ル
が
な
い
も
の
）

に
限
ら
れ
ま
す
。

　

年
式
が
古
い
自
動
車
や
、
自
動
車

の
構
造
に
よ
っ
て
は
比
較
的
新
し
い

自
動
車
で
も
取
り
付
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
自
動
ブ
レ
ー
キ
が
装

備
さ
れ
て
い
る
自
動
車
に
は
取
り
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

乗合タクシーの
乗車券

自
主
返
納
さ
れ
た
場
合
に
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
乗
車
券
３
万
円
分
を
交
付

し
て
い
ま
す
。（
１
回
限
り
）

　

た
だ
し
、
免
許
証
の
有
効
期
限
内

に
返
納
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
と
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納

は
、
会
津
坂
下
警
察
署
の
他
に
各
駐

在
所
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54
︲
５
２
２
２
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ホクホクの焼き芋を頬張る
保育所合同やきいもパーティー

はじける笑顔
川口高校体育祭

人々を惹きつける語り部
金山町の昔語りと郷土料理

　１０月７日、川口・横田保育所合同のや
きいもパーティーが川口保育所で行われま
した。自分たちで収穫したサツマイモを１
つずつ濡れた新聞紙とアルミホイルで包ん
で炭火焼きにしました。焼けるのを待って
いる間、川口高校で行われた体育祭の競技
に参加し、競技の休憩時間の間は生徒たち
と交流しました。
　川口高校から戻ってきた後、子どもたち
はホクホクの焼き芋を頬

ほお

張
ば

りました。

　１０月７日、川口高校で体育祭が行われ
ました。この行事は、生徒会と体育祭の実
行委員会が競技の内容を考え、運営しまし
た。競技は独創性溢れるものばかりで、生
徒たちは精一杯、力を発揮し競技を楽しみ
ました。
　生徒は「自分たちの進路のことで忙しい
中、みんなを楽しませるために企画してく
れた生徒会と実行委員会の人たちありがと
う」と感謝の気持ちを話しました。

　１０月１６日、金山町の昔語りと郷
土料理の試食体験会が町内の旅館で行
われました。
　この催しは３年前から行われており、
食文化と昔語りの継承をしていくもの
です。本町出身の五十嵐七重さん（三
島町）が「たれもうす」と「お願い申
し上げ候」という話を披露しました。
　この催しは今後、年に数回行ってい
きたいとのことです。

TOWN TOPICS
町の話題

ホクホクの焼き芋を頬張る子どもたち

昔話の情景が浮かぶような話しを聞きいる参加者

かっとばせー！
競技名（お～い、待ってけろ！～令和ラグビー合戦ぽんぽこ～）
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金山中文化祭に向けて
長谷川ファミリーの方々による合唱指導

こまどり学級
秋晴れの中のグラウンド・ゴルフ

　１０月１９日、金山中学校で音楽の専門家
を招き、音楽教室が行われました。指導をし
たのは福島市の演奏家である長谷川ファミリ
ーの方々で、例年は年に３回開催していまし
たが、今回は新型コロナウイルス感染症の影
響で１回のみの開催となりました。
　授業はファミリーによる演奏や歌の披露の
後、生徒への合唱指導となりました。生徒は
「今年は指導を受けられないと思っていまし
たが、合唱の練習を指導してもらえて良かっ
たです」とその喜びを話しました。

　１０月２０日、大塩地区の町営グラウン
ド・ゴルフ場でこまどり学級が行われまし
た。今回のこまどり学級の内容はグラウン
ド・ゴルフ大会で、約２０人の方が参加し
ました。良いプレイをした人を褒めたり、
お互いに冗談を言い合ったりなど、参加し
た方々の笑顔が溢れていました。
　参加者は「天気のいい日にグラウンド・
ゴルフができてよかった」と嬉しそうに話
しました。

全体合唱の指導を受ける生徒たち

ホールポストに入るか打球を見守る参加者たち

只見線からどんな写真が撮れるかな
子どもカメラマン体験
　１０月１８日、只見線からの風景写真を
撮る子どもカメラマン体験が行われまし
た。このイベントは、新型コロナウイルス
感染症の影響でイベントが中止となる中、
地域の魅力向上応援事業の補助を受けて、
思い出づくりのために「オールおくあい
づ」が主催したものです。
　カメラマン体験の他にも、会津柳津駅で
粟
あわまんじゅう

饅頭を食べたり、車内でビンゴをしたり
して一日を満喫しました。

SLの前で記念撮影（会津柳津駅）
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渋く響く謡い声
ゆうゆう館で謡

うたい

方
か た

講
こ う

座
ざ

上手に塗れるかな
只見線プランターカバーの色塗り

　１０月２８日、ゆうゆう館で謡方講座が
行われました。この講座は金山宝

ほうしょうかい

生会が主
催し、プロの講師の方を招いて謡の指導を
受けました。本来であれば今年の３月に西
会津町で謡の発表会が行われる予定でした
が新型コロナウイルス感染症の影響で中止
となってしまい、せめて勉強会をやろうとい
うことで感染症対策のもと開催されました。
　練習曲は「敦

あつ

盛
もり

」で、謡方だけではなく
物語の背景なども学びました。

　１０月３０日、夕方クラブの児童たち
によるプランターカバーの色塗りが役場
前の車庫の中で行われました。これは福
島県鉄道活性化対策協議会の事業の一環
で、金山町では会津川口駅のホームに只
見線の新車両カラーのプランターカバー
を設置することになりました。９月９日
にはよこたふれあい教室でも行い、それ
ぞれで２つずつ作成しました。
　児童たちはプランターカバーの見本を
見て協力しながら色塗りを楽しみました。

多くの金山宝生会員が集まり曲を練習しました

色塗り楽しい～

金山町についに到来
オリンピック聖火リレートーチ展示
　１０月２０日から２４日の間、開
発センター１階にオリンピック聖火
リレーで実際に使われるトーチが展
示されました。このトーチは各市町
村へ巡回しているものです。
　来られた方は「本物を見られる機
会なんて滅多にないので、見ること
ができてよかった」と興味津々に見
入っていました。

トーチを見に来た町民の方
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か
ね
や
ま
「
村
の
肖
像
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

水
辺
の
交
わ
り　

第
四
回

新
潟
大
学
創
生
学
部　
　

特
任
助
教　
　
　
　
　
　

榎　

本　

千
賀
子　

　

今
月
の
一
枚
は
、
旧
川
口
小
学

校
で
行
わ
れ
た
家
庭
工
芸
品
展
示

会
の
写
真
で
す
。
金
山
町
に
は
、

文
化
祭
を
は
じ
め
、
町
民
自
作
の

手
工
芸
品
や
農
作
物
を
展
示
し
て

楽
し
む
行
事
が
現
在
も
多
く
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
し
た
催
し
の
六
十

四
年
前
の
様
子
で
す
。
一
九
五
二

年
頃
よ
り
写
真
が
残
る
川
口
小
の

展
示
会
は
、
売
上
金
を
学
校
の
ピ

ア
ノ
購
入
に
あ
て
る
な
ど
、
奉
仕

活
動
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

写
真
の
展
示
品
か
ら
は
、
過
去

と
現
在
の
暮
ら
し
の
違
い
も
見
え

て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
画
面
右
側

手
前
に
は
、
町
内
で
今
も
盛
ん
に

作
ら
れ
る
マ
タ
タ
ビ
の
ザ
ル
が
積

ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時

の
ザ
ル
は
、
現
在
の
ザ
ル
よ
り
も

大
き
い
だ
け
で
な
く
、
は
る
か
に

が
っ
し
り
と
し
た
縁ふ

ち

を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
重
い
も
の
の
運
搬

や
、
大
量
の
豆
や
粟あ

わ

の
選
別
な

ど
、
力
の
か
か
る
作
業
で
使
わ
れ

る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
丈
夫
で

修
理
し
や
す
い
縁
の
形
で
す
。
こ

う
し
た
作
業
が
減
っ
た
現
在
で

は
、
よ
り
美
し
く
、
使
い
や
す
い

生
活
の
道
具
を
目
指
し
て
、
ザ
ル

の
縁
は
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
へ

と
変
化
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
金
山
町
教
育
委
員
会

☎
54
︲
５
３
３
３

図 室 だ よ り

罪の声／塩田 武士 著（出版社　講談社）

青の炎／貴志 祐介 著（出版社　角川文庫）

食べても太らず､免疫力がつく食事法
／石黒 成治 著（出版社　クロスメディア・パブリッシング（インプレス））
　年間２００例の大腸がんの治療を１０年以上経験してきて見えてきた、腸内環境・ホ
ルモンを整える理論が掲載されています。

10かいだてのおひめさまのおしろ／のはな はるか 著（出版社　PHP研究所）

モーリーのすてきなおいしゃさんバック
／ミリアム・モス 著（出版社　ひさかたチャイルド）

＊一人３冊まで２週間借りられます。（土曜日も図書室が開いています。）

児童向け

一般向け

◎問い合わせ…金山町中央公民館　☎５４－５３３３

○10月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　６１冊（うち児童書　２９冊）　DVD　０枚

○新刊紹介

書

旧川口小学校　家庭工芸品展示会／川口／ 1956年1月
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保
健
福
祉

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

お
知
ら
せ

P
M
４
ラ
イ
ト
オ
ン
運
動

上
・
下
水
道
使
用
料
の

支
払
い
猶
予
に
つ
い
て

歯
周
病
検
診
は
お
済
み
で
す
か

　

秋
口
か
ら
冬
期
に
か
け
て
、
日
没

時
間
が
早
ま
る
た
め
交
通
事
故
が
増

加
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
日
没

前
後
は
下
校
、
退
勤
等
に
よ
り
交
通

量
が
多
く
な
る
時
間
帯
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
暗
く
な
り
周
囲
の
状
況
が

確
認
し
に
く
く
事
故
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。
夕
方
は
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▼
午
後
４
時
を
目
安
と
し
た
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯

▼
原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯
（
こ
ま

め
な
上
下
切
り
替
え
）

▼
歩
行
者
等
は
反
射
材
用
品
、
懐
中

電
灯
等
の
活
用

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

金
山
町
交
通
対
策
協
議
会

☎
54
︲
５
２
２
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に

上
・
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
が
困

難
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
使
用
料
の
支
払
い
を
猶
予
し
ま

す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

生
活
に
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
害
虫
を
、
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

を
行
う
方
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
領

収
書
を
持
参
の
う
え
、
保
健
福
祉

係
、
ま
た
は
橫
田
出
張
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

☎
54
︲
５
１
３
５

害
虫
駆
除
の
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

対象害虫 カメムシ、スズメバチ、
シロアリなど

対象物件 一般住宅または居住用の建物、
地区集会所、宿泊施設など

補 助 額

駆除にかかった費用のうち、課
税世帯は補助率１／２（上限：
１万５千円）、非課税世帯は補助
率７／１０（上限：２万１千円）
を補助します。

　

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
だ
け
で
な

く
全
身
の
病
気
に
関
係
す
る
と
て
も

怖
い
病
気
で
す
。
歯
周
病
を
理
解
し

て
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者

金
山
町
国
保
被
保
険
者
で
、
40
歳

以
上
の
方

▼
費
　
用
　
５
０
０
円

▼
期
　
間

　

令
和
２
年
12
月
28
日
（
月
）
ま
で

▼
場
　
所

　

金
山
町
国
保
診
療
所
（
歯
科
）

※
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
診
療
所
（
☎
54
︲
２
０
３

１
）
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

☎
54
︲
５
１
３
５

暮
　
ら
　
し

影
響
な
ど
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し

て
い
る
場
合
な
ど
、
一
時
的
に
上
・

下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い
が
困
難

に
な
っ
た
方
。

※
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
申
請
で
き

ま
す
。

▼
支
払
猶
予
対
象

　

11
月
請
求
分
～
３
月
請
求
分
の
水

道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料

※
対
象
期
間
で
も
既
に
納
期
が
過
ぎ

て
い
る
料
金
等
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
猶
予
期
間　
最
長
５
ヶ
月

▼
手
続
き
方
法

上
下
水
道
係
に
て
、
猶
予
申
請
書

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
に
、
制
度
の
詳
細
や
猶
予

期
間
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

▼
手
続
き
期
間

　

猶
予
を
希
望
す
る
月
の
13
日
ま
で

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

例
：
11
月
分
か
ら
の
猶
予
を
希
望

の
場
合
、
11
月
13
日
に
申
請
⇒
４

月
に
使
用
料
を
請
求

※
支
払
猶
予
を
行
っ
た
場
合
、
猶
予

期
間
終
了
後
に
猶
予
期
間
中
の
料

金
等
が
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

☎
54
︲
５
３
１
５
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保
育
所
児
童
募
集

　

保
育
所
で
は
、
令
和
３
年
度
の
入

所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
入
所
を
希
望

す
る
方
は
、12
月
11
日（
金
）ま
で
に

入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
資
格
な
ど
詳
し
く
は
次
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

川
口
保
育
所　

☎
54
︲
２
８
２
２

　

横
田
保
育
所　

☎
56
︲
４
１
４
０

ラ
ジ
オ
福
島
の
放
送
の
周
波
数

水
道
設
備
の
早
め
の
冬
支
度
を

浄
化
槽
も
早
め
の
冬
支
度
を

　
「
金
山
F
M
補
完
中
継
局
」
に
よ

り
町
内
の
ほ
ぼ
全
て
の
地
区
で
ラ
ジ

オ
福
島
の
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
地
区
ご
と
の
周
波
数
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
川
口
・
本
名
・
中
川
・
水
沼
・
沼
沢

な
ど
の
地
区
…
77
・
８
M
H
ｚ

●
横
田
・
大
塩
・
滝
沢
・
越
川
な
ど

の
地
区
…
79
・
３
M
H
ｚ

●
小
栗
山
・
八
町
・
玉
梨
な
ど
の
地

区
…
79
・
３
M
H
ｚ

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

☎
54
︲
５
２
０
３

　

本
格
的
な
冬
に
な
る
と
水
道
管
や

蛇
口
が
凍
っ
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
冬
期
間
の
長
期
不
在
に
よ
る
漏
水

　

冬
期
間
、
気
温
が
低
下
す
る
と
、

水
道
管
が
凍
結
し
破
裂
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
冬
期
間
の
１
月
と
３
月

は
、
積
雪
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
が
で
き
な
い
た
め
漏
水
の
発
見
が

遅
れ
、
５
月
に
検
針
を
し
た
際
に
水

道
料
金
が
数
十
万
円
に
な
っ
た
例
が

あ
り
ま
す
。

　

水
道
管
が
露
出
し
た
状
態
の
場

合
、
水
を
吸
収
し
な
い
保
温
材
、
凍

結
防
止
帯
（
電
熱
線
）
等
を
設
置
す

る
な
ど
水
道
管
が
凍
結
し
な
い
よ
う

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。（
凍
結
防

止
帯
使
用
期
間
は
、
長
期
間
不
在
と

な
る
場
合
で
も
電
気
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
長
期
間
不
在
と
な
る
場

合
、
漏
水
を
防
止
す
る
た
め
に
止
水

栓
を
閉
栓
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
閉
栓
す
る
際
に
は
、
上
下
水
道

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

☎
54
︲
５
３
１
５

▼
ブ
ロ
ワ
の
雪
囲
い
と
通
電
を
お
願

い
し
ま
す

　

ブ
ロ
ワ
は
浄
化
槽
内
の
微
生
物
を

活
性
化
す
る
た
め
の
大
切
な
装
置
で

す
。
ブ
ロ
ワ
が
作
動
し
な
い
と
浄
化

槽
内
部
の
微
生
物
が
死
滅
し
、
浄
化

槽
が
十
分
な
機
能
を
発
揮
で
き
ず
悪

臭
や
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
浄

化
槽
の
正
常
な
動
作
の
た
め
、
冬
期

間
は
ブ
ロ
ワ
の
雪
囲
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
等
に
長
期
不
在
に

な
る
場
合
も
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
さ

ず
、
ブ
ロ
ワ
の
電
源
を
確
保
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
点
検
、
清
掃

を
お
忘
れ
な
く

　

グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
油
水
分
離
阻

集
器
）
が
外
に
あ
る
場
合
、
冬
期
間

は
積
雪
に
よ
り
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の

点
検
・
清
掃
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

積
雪
前
に
忘
れ
ず
に
点
検
・
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

☎
54
︲
５
３
１
５

募
　
　
　
集

　

こ
れ
ま
で
、
防
災
行
政
無
線
で
町

内
全
域
に
放
送
し
て
い
た
毎
朝
６
時

の
チ
ャ
イ
ム
を
12
月
１
日
（
火
）
か

ら
廃
止
し
ま
す
。
正
午
と
夕
方
５
時

の
チ
ャ
イ
ム
、
夜
９
時
の
放
送
は
継

続
し
ま
す
。

　

な
お
、
防
災
行
政
無
線
は
10
月
23

日
か
ら
デ
ジ
タ
ル
波
で
の
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
玉
梨
居
平

子
局
と
高
根
沢
子
局
を
増
設
し
、
町

内
全
24
局
と
な
り
ま
し
た
。
放
送
の

聞
こ
え
方
が
今
ま
で
と
変
わ
り
、
音

質
が
向
上
し
、
放
送
が
聞
き
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54
︲
５
２
２
２

防
災
行
政
無
線
放
送

朝
の
チ
ャ
イ
ム
を
廃
止
し
ま
す

栗拾いハイキング

カレーパーティー
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、学生生活を送ることに不安を感じている金山
町出身の学生に町特産品の詰め合わせをお届けし、学生生活を応援します。

○申請できる方
次の要件を満たす学生の保護者（町内に居住する親族等に限る）
◦平成１４年４月１日以前に生まれた方
◦金山町出身で町外に居住し、町外の学校に在学している方（高等専門学校・専修学
校・短期大学・大学・大学院・予備校等の各種学校）

○申 請 期 間
令和２年１１月２４日（火）まで

○申 請 方 法
　「ふるさとを見守る学生応援事業給付申請書」により申請して
ください。
　申請書は担当の係まで来ていただくか、町ホームページからダ
ウンロードできます。また、申請書の郵送も可能ですのでご連絡
ください。

○添 付 書 類
　学生証等の写し

○提 出 方 法
　申請書及び添付書類を同封し、次の宛先に郵送、または持参してください。
〒９６８－００１１
金山町大字川口字谷地３９３
金山町復興観光課観光係

○留 意 事 項
　申請書を受領後、申請内容の記載
について確認する場合などがありま
す。連絡がつかない場合は特産品の
準備を控える場合があります。
　なお、お届けは申請承認後、１～
２週間程かかります。
　特産品の内容は、納品などの都合
により一部変更となる場合がありま
す。

※詳しくは下記にお問い合わせくださ
い。

ふるさとを見守る学生応援事業

◎問い合わせ…観光係　☎５４－５３２７
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農
業
経
営
継
続
支
援
金
の

お
知
ら
せ 産

　
　
　
業

対象者（区分） 交付額
１町歩以上農業経営している方（注） １０万円
認定農業者・認定新規就農者 　５万円
３反以上１町歩未満農業経営している方（注）

３万円
農業経営を行い、昨年農産物を５０万円以上販売した方

（注）の方は、来年度も引き続き農業経営を行うことを予定するこ
とが条件です。

対象者と交付額　
対象区分が重複する場合は、多い方の額を交付額とします。

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
縮
小
し
た
事

業
活
動
を
回
復
さ
せ
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
！
オ
ー
ル
ふ
く
し
ま
買
っ

て
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
第
１
期
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
期
（
令
和
２
年

12
月
１
日
（
火
）
～
令
和
３
年
２
月

14
日
（
日
））
の
実
施
に
向
け
て
、「
オ

ー
ル
ふ
く
し
ま
」
と
し
て
の
取
組
み

を
よ
り
加
速
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
景
品
を
公
募
し
て
お
り
ま
す
。

▼
公
募
内
容

第
２
期
の
景
品
と
な
る
県
産
品

（
税
抜
５
，
０
０
０
円
相
当
）

▼
公
募
期
間

令
和
２
年
10
月
12
日
（
月
）
～

令
和
２
年
11
月
20
日
（
金
）

▼
公
募
数

事
業
者
数
：
１
０
０
者

品
目
数
：
１
０
０
品

（
１
者
に
つ
き
１
品
）

数　
　

量
：
計
１
０
０
個

▼
応
募
条
件

◦
県
内
に
お
い
て
生
産
及
び
販
売
を

 「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
オ
ー

ル
ふ
く
し
ま
買
っ
て
応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

第
２
期
の
景
品

公
募
開
始

行
う
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

◦
令
和
３
年
２
月
16
日
（
火
）
か
ら

３
月
16
日
（
火
）
ま
で
の
期
間
中

に
出
荷
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
見

込
数
量
を
提
示
で
き
る
こ
と
。

◦
公
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
特
設

サ
イ
ト

（https://allfukushim
a.com

/
koubo

）
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
オ
ー
ル
ふ

く
し
ま
買
っ
て
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
事
務
局
県
産
品
景
品
担
当
係　

☎
０
２
４
︲
９
５
４
︲
９
９
３
０

受
付
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

産
業
係　

☎
54
︲
５
３
２
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
農
業

経
営
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

▼
農
産
物

　

水
稲
、
そ
ば
、
野
菜
な
ど
の
こ
と

で
す
。
加
工
品
や
山
菜
は
含
み
ま
せ

ん
。

▼
販
　
　
売

　

家
族
な
ど
に
販
売
す
る
も
の
は
含

み
ま
せ
ん
。

▼
申
請
・
添
付
書
類
（
申
請
内
容
に

よ
っ
て
省
略
で
き
る
も
の
が
あ
り

ま
す
）

◦
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
書
の
写

し
◦
令
和
元
年
分
の
農
産
物
販
売
額
の

実
績
が
確
認
で
き
る
書
類

◦
経
営
農
地
一
覧
表

◦
振
込
先
口
座
の
確
認
書
類

◦
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
書
類
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
限

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）

午
後
５
時
ま
で

　

該
当
の
方
に
は
、
案
内
文
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
届
い
て
い

な
い
方
で
お
心
あ
た
り
の
方
は
、
次

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
係

☎
54
︲
５
３
２
１
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感
染
症
感
染
防
止
対
策
事
業

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

令
和
３
年
度
補
助
金
の
要
望
を
調
査
し
ま
す

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
産
業
係

☎
54
︲
５
３
２
２

　

令
和
３
年
度
に
各
種
の
補
助
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。
要
望
の
あ
る
方
は
、

次
を
参
照
の
う
え
、
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
調
査
は
来

年
度
の
予
算
編
成
の
基
礎
調
査
で
あ
り
、
補
助
金
の
決
定
を
確
約
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
産
業
係　

☎
54
︲
５
３
２
２

農
林
水
産
物
活
用
加
工
施
設
等
支
援

事
業
補
助
金

▼
補
助
の
内
容

　

30
万
円
（
消
費
税
抜
き
）
を
超
え

る
農
林
水
産
物
加
工
施
設
の
整
備
費

用
ま
た
は
備
品
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。（
中
古
品
も
対
象
に

な
り
ま
す
）

▼
補
助
率

　

整
備
ま
た
は
購
入
費
用
の
２
／
３

▼
提
出
書
類

　

整
備
工
事
・
購
入
機
器
等
の
見
積

書
（
写
し
可
）
及
び
カ
タ
ロ
グ
等
の

写
し

そ
　
の
　
他

ふ
く
し
ま
駅
伝
「
希
望
ふ
く

し
ま
」
金
山
町
選
手
紹
介

区　　分 上限額

施設等の
整備費用 ２００万円

備品等の
購入費用 １００万円

区　　分 補助率 上限額

個　　人 １/２ ２万５千円

共同設置 ２/３ ２１万円

集落設置 ３/４ ６０万円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両

立
を
図
る
た
め
、
町
内
事
業
者
が
感

染
防
止
対
策
を
行
う
経
費
の
一
部
に

対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業
者

◦
実
質
的
な
本
店
が
金
山
町
内
に
所

在
す
る
者

◦
国
が
示
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」
へ
の
対
応
な
ど
感
染
防
止
策

に
取
り
組
む
者

◦
令
和
元
年
分
に
お
い
て
町
税
等
に

滞
納
が
無
い
者

※
事
業
収
入
の
過
半
が
農
業
収
入
で

あ
る
者
、政
治
団
体
、宗
教
上
の
組

織
等
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

　

消
毒
設
備
の
購
入
、
換
気
設
備
の

整
備
、
セ
ル
フ
レ
ジ
の
導
入
な
ど
。

▼
補
助
率
及
び
補
助
額

　

８
／
10
（
補
助
上
限
30
万
円
ま
で
）

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

産
業
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
産
業
課
、
横
田
出
張

所
、
金
山
町
商
工
会
に
設
置
し
て

い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

有
害
鳥
獣
防
護
柵
設
置
費
用
支
援
事

業
補
助
金

▼
補
助
の
内
容

　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に
設

置
す
る
電
気
柵
の
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
率

　

区
分
に
よ
り
、
補
助
率
や
補
助
金

額
に
は
上
限
が
異
な
り
ま
す
。

▼
提
出
書
類

　

購
入
機
器
等
の
見
積
書
（
写
し

可
）
及
び
設
置
箇
所
の
位
置
図

　

11
月
15
日
の
「
第
32
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
」
に

次
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

▼
選
手
紹
介

　

長
谷
川
倭
斗
さ
ん
（
橋　

立
）

　

滝
沢　

宏
樹
さ
ん
（
上
横
田
）

　

渡
部　

琉
香
さ
ん
（
水　

沼
）

▼
放
送
時
間

◦
ラ
ジ
オ
福
島

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

◦
テ
レ
ビ
ユ
ー
福
島

　

午
前
９
時
54
分
～
午
前
11
時
30
分

（
生
中
継
）

　

午
後
０
時
54
分
～
午
後
３
時

　
（
中
継
録
画
）

　

大
会
当
日
の
様
子
は
、
生
中
継
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ

い
。（
ラ
ジ
オ
の
周
波
数
は
P
９
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

☎
54
︲
５
３
３
３
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自
衛
隊
高
等
工
科
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
資
　
格

【
推
　
薦
】

男
子
中
卒
（
見
込
み
含
む
）

17
歳
未
満
の
、
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

【
一
　
般
】

　

男
子
中
卒
（
見
込
み
含
む
）

　

17
歳
未
満
の
者

▼
受
　
付

【
推
　
薦
】

　

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
一
　
般
】

　

令
和
３
年
１
月
６
日
（
水
）
ま
で

▼
試
　
験

【
推
　
薦
】

　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）
～

　

11
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
1
日

【
一
　
般
】

　
一
次
試
験

　

令
和
３
年
１
月
23
日
（
土
）

　
二
次
試
験

　

令
和
３
年
２
月
４
日
（
木
）
～

　

７
日
（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
自
衛
隊
福
島
地
方

協
力
本
部
会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
６
７
２
４

自
衛
隊
高
等
工
科
学
生
募
集

消
防
団
幹
部
大
会
で
表
彰

「
第
72
回
人
権
週
間
」
の

お
知
ら
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
72
回
人
権

週
間
」
と
し
、
積
極
的
な
啓
発
活
動

及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
：
年
末
年
始
を
除
く
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
１
１
０

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
地
域
医
療
体

制
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

管
内
医
療
機
関
と
当
医
師
会
の
連
携

の
も
と
10
月
１
日
よ
り
、
発
熱
外
来

を
開
設
し
ま
し
た
。

▼
診
療
場
所

　

会
津
中
央
病
院
正
面
玄
関
道
路
向

か
い
側

▼
診
療
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
～
12
時

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
予
約

　

原
則
予
約
制
。
発
熱
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
☎
０
２
４
２
︲
36
︲
７
２
６
６
）

　

休
日
・
夜
間
の
相
談
は
会
津
中
央

病
院
休
日
夜
間
救
急
外
来
で
対
応
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
若
松
医
師
会

☎
０
２
４
２
︲
23
︲
７
７
３
７

　

会
津
中
央
病
院
総
務
課

☎
０
２
４
２
︲
25
︲
１
５
９
３

会
津
若
松
医
師
会
管
内
の

発
熱
外
来
の
開
設
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
金
山
町
消
防
団
幹
部

大
会
が
10
月
11
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
（
敬
称
略
）

▼
功
労
章
〈
勤
続
25
年
以
上
〉

　

遠　

藤　

文　

章　
（
西　

谷
）

　

髙　

橋　

一　

彦　
（
西　

谷
）

　

菅　

家　

武　

弘　
（
本　

名
）

　

渡　

部　
　
　

新　
（
水　

沼
）

▼
善
行
章
〈
勤
続
20
年
以
上
〉

　

星　
　
　

正　

宏　
（
第
三
分
団
）

▼
精
勤
章
〈
勤
続
15
年
以
上
〉

　

髙　

橋　

信　

彦　
（
本　

部
）

　

浅　

井　

利　

明　
（
横　

田
）

　

横　

田　
　
　

真　
（
大　

塩
）

▼
永
年
勤
続
章
〈
勤
続
10
年
以
上
〉

　

栗　

城　
　
　

亮　
（
本　

部
）

▼
退
職
団
員
感
謝
状

〈
退
職
幹
部
（
班
長
以
上
経
験
）
及

び
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
〉

　

五
ノ
井　

義　

一　
（
本　

部
）

　

栗　

田　

精　

一　
（
小
栗
山
）

　

栗　

城　

岩　

美　
（
玉　

梨
）

　

新　

國　

啓　

一　
（
土
倉
西
部
）

　

星　
　
　

晴　

夫　
（
土
倉
西
部
）

表
　
　
　
彰

案
　
　
　
内
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今
月
の
予
定

★
11
月
★

▼
17
日（
火
）

◦
こ
ま
ど
り
学
級

　

午
前
９
時
40
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
21
日（
土
）

　

こ
め
ら
っ
こ
広
場

　

午
前
９
時
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
26
日（
木
）

◦
乳
児
、
１
歳
６
ヶ
月
児
、
２
歳
児

健
診

　

午
後
１
時
30
分
～

ゆ
う
ゆ
う
館

★
12
月
★

▼
１
日（
火
）

◦
こ
ま
ど
り
学
級

　

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
９
日（
水
）

◦
人
権
・
行
政
合
同
相
談

　

午
前
10
時
～

開
発
セ
ン
タ
ー

県
政
に
対
す
る
ご
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

廃
棄
物
処
理
料
金
審
議
委
員
を

募
集
し
ま
す

借
金
の
無
料
相
談
会

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を

今
後
の
県
の
事
業
に
活
か
す
た
め
の

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

専
門
相
談
委
員
が
借
金
を
抱
え
お
悩

み
の
方
か
ら
家
計
や
借
金
の
状
況
等

を
伺
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
う
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
ず
は
１
人
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
締
切

　

令
和
２
年
12
月
14
日
（
月
）

▼
開
催
日
時

　

令
和
２
年
12
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　

会
津
地
方
振
興
局
（
福
島
県
会
津

若
松
市
合
同
庁
舎
）
本
館
１
階
会
議

室
会
津
若
松
市
追
手
町
７
︲
５

　

予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
次
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

16
時
30
分
）

☎
０
２
４
︲
５
３
３
︲
０
０
６
４

「
県
民
提
案
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
し
て
欲
し
い
内
容
を
簡
潔
に
ま

と
め
て
、
県
庁
県
民
広
聴
室
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

手
紙
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
、
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
必
ず
書
面
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
局
が
検
討
し
、
提

案
を
受
理
し
た
日
か
ら
概お

お
む

ね
2
週
間

程
度
で
提
案
者
へ
回
答
い
た
し
ま
す
。

▼
提
出
先

◦
〒
9
6
0
︲
8
6
7
0

福
島
市
杉
妻
町
２
︲
16

福
島
県
庁
県
民
広
聴
室

◦
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

0
2
4
︲
5
2
1
︲
7
9
3
4

◦
電
子
メ
ー
ル

　

koucho@
pref.fukushim

a.lg.jp

◦
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

福
島
県
県
民
広
聴
室
県
民
提
案

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
県
県
民
広
聴
室
県
民
提
案

☎
0
2
4
︲
5
2
1
︲
7
0
1
3

を
行
い
ま
す
。

▼
任
　
　
期

　

管
理
者
か
ら
諮
問
を
受
け
た
日
か

ら
管
理
者
へ
答
申
す
る
ま
で
の
期
間

▼
応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
で
金
山
町
と
そ
の
他

９
市
町
村
（
組
合
の
管
轄
内
）
に
居

住
す
る
者

▼
定
　
　
員　
３
人

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
環
境
セ
ン
タ
ー
ま
で
来

て
い
た
だ
く
か
、
申
請
書
の
郵
送
、

ま
た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

〒
９
６
５
︲
０
８
５
８

福
島
県
会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
南

四
合
字
深
川
西
２
９
２
︲
２

▼
申
込
期
限

　

令
和
２
年
12
月
21
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
若
松
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合　

環
境
セ
ン
タ

ー
業
務
係

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
９
０
０
４

電
子
メ
ー
ル

kankyo@
aizu-kouiki.jp

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
の
廃
棄
物
処
理
に
係
る
料
金

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
調
査
・
審
議
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農
業
収
入
保
険
制
度
の
ご
案
内

あ の 人 こ の 人
10月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

齋
さい

藤
とう

　　巧
たくみ
µ
父・　輝　

¶
（上横田）母・麻　美

お二人で幸せに

今月は届出がありませんでした。

霊よ安らかに

猪　俣　貞　逸　（96）沼　沢
渡　部　章　榮　（95）板　下
長谷川　ノブ子　（82）宮　崎
五ノ井　　　章　（88）川　口
栗　田　榮　次　（95）本　名
目　黒　キクコ　（90）板　下
渡　部　正　江　（93）大　塩
　家　一　郎　（73）大　塩

今月の納税

納め忘れにご注意ください

納期限は
11月30日

◦国民健康保険税	 第４期

◦後期高齢者医療保険料	 第４期

◦介護保険料	 第４期

◦水道使用料	 11月分

金山町の人口（11月 1 日現在）

世 帯 数　1,０33世帯（－ 1）
人　　口　1,925人　（－ 5）
　 男 　　  939人　（－ 2）
　 女 　　  986人　（－ 3）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウム
の基準値は１００ベクレル／㎏です。

　町では自家消費用の食品等について放射線測定
を役場で行っています。
　なお、販売用食品の測定については産業係にお
問い合わせください。
◎問い合わせ…　
　保健福祉係　☎５４－５１３５
� （自家消費用食品について）
　産　業　係　☎５４－５３２２
� （販売用食品について）　　

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高
値を表示しています。
（測定年月日令和 2年10月 1 日～令和 2年10月31日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

品　　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 2 ND～ 10.7
キウイ 1 1 ND
さつまいも 1 0 11.9
もち米 1 1 ND

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

寄
付
件
数　
　
　
　
　
　
　

46
件

⃝
寄
付
金
額　
　

四
十
五
万
五
千
円

　

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
価
格
下
落
や
、
直
売
所

な
ど
の
客
足
減
少
に
よ
る
販
売
の
収

入
減
少
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

▼
対
象
者

　

令
和
２
年
分
の
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

▼
申
請
期
間

　

令
和
２
年
12
月
末
ま
で

※
詳
し
く
は
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

N
O
S
A
I
福
島
会
津
支
所

　

☎
０
２
４
１
︲
23
︲
５
１
４
４
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かねやまの支え 愛
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　金山町では、いろいろな手仕事をしている方
が多くいます。マタタビ細工はもちろん、パッ
チワークやクラフトバッグ、編み物やミニ草履
作りなど様々です。指先を使う手仕事は、脳を
刺激し認知症の予防にもなります。
　ある９０代の一人暮らし女性は、毎日畑仕事
や花の手入れをし、カラフルなミニ草履作りを
しています。作ったミニ草履は、過去に老人作
品展へ出品したこともありましたが、現在は知
り合いへのお礼として渡したり、新作をカバン
へ何個か入れておき、通院などで顔見知りにあ
った時にあげるなど、楽しみのひとつだそうで
す。趣味の手仕事が高齢になっても元気で過ご
せる秘訣となっています。みなさんも何か趣味

地域のお宝　その３３

『手仕事でいきいき！』

を持ってみるのもいいかもしれませんね。
　今後も、地域の支え合いの情報をお待ちして
います。みなさんが日頃、疑問に感じているこ
とや不安なことなど、どんなことでも結構です
ので、お気軽にご相談ください。

　◎問い合わせ…社会福祉協議会
� ☎５５－３３３６

色合いを考えながら作成中 完成したミニ草履

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
稲
垣
花
恵

で
す
。
金
山
町
に
受
け
継
が
れ
る
暮

ら
し
や
農
業
を
学
ぶ
こ
と
を
目
標
に

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
は
じ
め
て

か
ら
、
10
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
冬
の

間
は
主
に
マ
タ
タ
ビ
細
工
の
研
修
、

春
か
ら
は
か
す
み
草
栽
培
の
研
修
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
か
す
み
草

栽
培
は
、
５
月
か
ら
上
野
原
で
の
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
の
設
置
が
は
じ
ま
り
、

畑
の
耕
運
や
畦
立
て
、
苗
の
定
植
な

ど
を
経
て
、
７
月
初
旬
か
ら
花
の
収

穫
が
始
ま
り
ま
す
。
苗
を
植
え
た
あ

と
は
、
枝
の
数
を
増
や
す
た
め
の
ピ

ン
チ
（
摘
芯
）、
草
む
し
り
、
虫
や

病
気
の
防
除
、
水
や
り
な
ど
、
夏
の

暑
さ
の
中
で
も
手
を
か
け
て
育
て
ま

す
。
秋
ま
で
収
穫
で
き
る
よ
う
ハ
ウ

ス
ご
と
に
時
期
を
ず
ら
す
た
め
、
同

時
進
行
で
様
々
な
作
業
が
発
生
し
ま

す
。
収
穫
し
た
花
は
そ
の
日
の
う
ち

に
長
さ
を
切
り
そ
ろ
え
葉
を
む
し
る

な
ど
の
「
調
整
作
業
」
を
経
て
出
荷

に
こ
ぎ
つ
け
ま
す
。
す
べ
て
が
初
め

て
の
経
験
で
、
覚
え
る
こ
と
の
多
い

農
繁
期
で
し
た
。
栽
培
技
術
だ
け
で

な
く
「
百
姓
と
は
な
ん
た
る
か
」
と

い
う
こ
と
を
研
修
先
の
ご
家
族
か
ら

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
の
落
ち
着
く
晩
秋
か
ら
春
に

か
け
て
は
、
マ
タ
タ
ビ
細
工
や
ヒ
ロ

ロ
細
工
を
学
び
ま
す
。
金
山
に
残
る

手
仕
事
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が

目
標
で
す
。

　

金
山
町
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
多

く
の
方
々
と
出
会
い
、
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が
り

と
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
金
山
町
で
の
日
々
の
暮
ら

し
を
紡
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。かすみ草の調整作業の様子

地域おこし協力隊

稲
いな

垣
がき

　花
はな

恵
え

一
年
目
の
か
す
み
草
研
修
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